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被衣の構成と意匠
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　　　　　　　　　　はじあに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究の方法

　被衣の史的考察は別に述べたが，本学生活資料館所蔵　　　実験及び調査の方法は次の通りである．

の6枚の被衣の構成と意匠について調査し，衿肩明きの　　　イ　被衣1枚ずつ寸法の測定を行った・

位置の違いなどをみるための実験も試み，史的考察と共　　　ロ　色彩・布地・紋様など意匠について観察を行った．

に時代考証などを推論することを目的とした．　　　　　　　ハ　縫製方法について観察記録し，比較した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1　被衣の寸法

名称
記号 A B C D E F

袖　　　　丈 63 44 47 43 40 40

袖　　　　口 23 23 23 20 23 23

袖
袖　　付　　け 25 袖丈と同じ 袖丈と同じ 袖丈 袖丈 袖丈

袖　　　　幅 30 33 30 31 31 33．5

身 丈 151 147 155 150 138 138

桁 丈 59 64 59 59 59 61．5

衿 肩　明　き 8 7．5 7．5 7．5 7．5 6

衿付け前繰り越し
　　　鳴
ﾈし 6 9 9 9 15

肩 幅 29 31 29 28 28 28

後 幅 29 31　　　， 29 28 28 28

前 幅 24 25 24 24 23．5 23

祇 幅 14 15 14 14 14 15

合 褄　　　幅 10 13 14 14 12．5 13

抱 幅 23 23 23 24 23 23

祇 下　　が　　り 35 18 20 17 17 19

衿 下 80 65 72 50 48 58

衿 幅 11 14 14 15 14 14

袖 丸　　み 2 5 10 10 10 10

覚 え　書　き 紅練絹 製斗目文様 肩に菊 肩に横段小紋 肩に菊 糸呂疑斗目

練緯 桐小紋 総文様

備 考 麻 麻 麻
脇に乳が
ﾂいている

＊第2被服構成研究室
＊＊第1被服構成研究室
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木曽山かね・藤本やす

　ニ　マネキン人形に各々6枚の被衣をかけて観察した．

更にこれを撮影し，考察の対象とした．北村氏1）によれ

ば，「被衣の着ようは右の袖を頭の上に折りかけ，その

上へ左の袖を重ねるようにするもので，見えぬように針

をさして止めてもよい．」とあったが，本実験では，衿

肩明きが前に繰り越しした寸法の違いの状況を観察する

目的であるから，図5のように頭に被せて両袖は自然に

たらしたままとして，袖は頭上に折りかけず撮影したり，

観察したりした．

　撮影は資料6枚の上半身前向き，横向き，後向き，全

身の前向き，横向き，後向きについて行い，合計36枚で

ある．

実験及び調査と観察の結果

1・被衣の寸法

6枚の被衣の寸法を示すと表1の通りである．

・Aは袖丈が63cmで最も長く，袖付けが25cmで振りが
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被衣の構成と意匠

　　ある．

　・他は袖丈，袖付けが同寸

　　である．

　・Aは身丈も2番目に長い．

　　最も長いのは155cmである．

　・被衣は肩で前に繰り越しが

　　あるが，Aにはない．繰り

　　越しは6cm，9cm，15cmで

　　ある．

　・柾下がりがAは35cmもある．

　　他は20，19，18，17cmなど

　　である．

　・Aは袖の丸みが小さく2cm

　　である．他は5，10cmなど

　　である．

　・Aは衿下が80cmもある．他

　　は72，65，58，50，48cmな

　　どである。

　2　出来上がり図

　6枚の被衣の内，肩より前に　3
　　　　　　　　　　　　　　　0
繰り越しのあるBとF，繰り越　L↓

しのないAの3枚は，縫い方や蘂

その他にも特徴がある所から出
　　　　　　　　　　　　　　　N
来上がり図を示した．表1と対粥

比しながら参照されたい．

　3　縫製について

　縫製の部分部分を観察すると

若干異なるので，表2に示すよ

うに，袖口，衿裏・f衿先，裾の

仕末，柾付けの仕末，脇縫い，

背縫い，袖付けなどを記録した．

　イ　裾ぐけ　何れも完全に仕

末がなされている部分である．

三っ折り寸法が若干差があり，

Aは8cm，　Bは1cm，　CDは

0．5cm，　EFは1．5cmなどであ

る．

　ロ　衿付け　縫い方がまちま

ちで，Aは共の裏衿がついてお

り，Bは後からつけられたのか，

赤いモスリンがついている．

そめ他CDEには，裏衿はつい
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木曽山かね・藤本　やす

表3　被衣の素材・色・紋様

書 素　　　材 地　　　色 紋　　様 柄　　そ　　の　　他
万

A 練　絹　薄　地 5R％薄紅 無　　地

B 練緯（ぬき）羽二重 5PB％濃なす紺 婁斗目 白地に墨絵の風景柄

麻薄地平織 衿肩より11cm下がり直径43cmの菊の花

C 5PB％同　　上 総文様
1cm　20本打込 紺地に白の桐小紋

衿肩を中心にして直径40cmの丁字の花

麻薄地平織 灰味青 横段4段
灰味青地に花と扇面　　　灰味ゴールド松葉梅紅葉

D
灰味青地に菱つなぎ　　　にぶい緑に流水と花

1cm　20本打込 あいねず 小紋柄
灰味青地に小紋　　　　　雲形に50cm下宝くずし小紋

麻　　　　　　地 白く菊と唐草文様中型

E 5PB％濃なす紺 中　　型

1cm　15本打込 肩を中心にして、直径50cmの菊の花

絹　　　　　　綿 松皮菱つなぎ

F 同　　　上 婁斗目
1cm　22本打込

●

白、灰味青、ブルー

ていない．Fには衿先のみ裏がついている．

　ハ柾付け　Aは柾の裾が37cm折り返されて止められ

ている．（図1）Dは袋縫いで縫い代は0．5cm，他は縫

合され仕末されていない．

　二　脇縫い　ABEFは仕末せずそのままである．　C

は0．5cmの袋縫い，　Dは0．5cmの縫い代を割っている．

　ホ　袖付け　ABEFは縫いつけたまま，　Dは0．5cm

縫いつけて割ってある．

　4　着装について

　史的考察は先に述べたので，ここでは，実物の採寸結

果及びマネキンに着装させた観察結果の考察を進めてゆ

くこととした．被衣の素材・色・紋様は，図4・5，表

3に示す通りである．

　A　被衣の色形について，Aは薄紅の薄地紹である．

被衣は大袖から小袖をかずくようになり，白色より単色

へと変化し，更に単色より多色へと移行した歴史的推移

から，Aはその間のものと考えられる．更に衿肩回しも

前へ繰り越さない小袖のままを用いたものとして，これ

をマネキンに着せると後ろ裾がつり上がり，脇裾も後ろ

が上がり，前裾も開いてしまう．

　袖付けは25cmで振りがついていて，袖丈も長いので形

良いように考えられるが，被衣の顔をできるだけ隠そう

とする目的からすると一番顔がでる．これはAの場合，

柾下がりが35cmもあり，そのため布幅のゆとりがないた

めであろう．

　B疑斗∈1紋様，練緯である．前へ衿肩明き6cm繰り

越しているので，着装すると落ち着きがよい．袖丈も64

cmあり広く形良い．

　CDE　頭に大きい菊の花や丁字の花がある．この花

が頭の頂点にあたり，衿肩明きは前に9cm繰り越してい

て，被ると最も形良い．明暦の頃には，女中まで麻のか

ずき云々とある．Dは麻衣であるが小紋も美しく，横段

小紋でもあって御所風ともみえ，町家の富裕な女房の用

いたものとも考えられる．CとEは麻地で，肩に菊や丁

字の大きい花があるが，これからも庶民のものと考えら

れる．北村氏1｝によれば，「この御所被衣に対して，庶

民に用いられてきた被衣は仕立の上では通常の単衣と変

りませんが，生地が麻で，それに型染で色々な文様を染

め出し，配色も藍の濃淡や，萌黄，茶，薄黄などバラエ

ティーに富んでいる点に，また背の襟から肩にかけて，
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被衣の構成と意匠

、毒蓼

　㌔職噸難撫鋤

紘

濤ぎ

⑧練緯（ぬき）慰斗目紋様上下なす紺地

⑪　絹紹松皮菱の璽斗目紋様なす紺地 ◎　麻地衿肩に桐小紋裾松皮菱風
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木曽山かね。藤本　やす

図5 5－1④　衿肩明は肩山にある 5－2⑧衿肩明は肩山より前へ6cm繰越

5－3◎　衿肩明は肩山より前へ9cm繰越 5－4⑥衿肩明は肩山より15cm前へ繰越
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被衣の構成と意匠

大きく菊花や梅花，松皮菱などを染出しているところに

特色があります．御所被衣の場合は髪に被衣止めという

笄を差し，それに被衣をかけるようにしましたが，庶民

は両手をあげて被衣を支えるようにしていたようです．」

　F衿肩明きが前に繰り越している寸法は15cmで最も

多く，被った姿は後ろ裾のっれ上がることもなくて安定

している．更にFについて特記すべきことは，裾より63

cm上がった両脇縫い目に，3cm程の乳布がついている．

これは着用してから，美しい打ち紐をこの乳に通して前

で結ぶと，風などで後ろへ裾の乱れることを防ぐことが

できるための工夫であろうか．そして又，後ろ姿もすっ

きりする．

　被衣の目的の一っである外出時に顔を被うということ

を考えると，このFは，衿肩明きが肩山より前へ15cm下

がっており，ゆとりが充分にあるため，顔が前向きの姿

では一一tsによく隠れる．図5－4の後ろ姿でみても，他

の三つよりゆったりとゆとりが感じられる．

結 ぴ

　考察を進めて来た6枚の被衣にっいて次のように推論

することができる．

　Aは，衿肩の繰り越しもなく，袖の仕立て方法も普通

の小袖の様で，衿の仕立てもこれを物語っている．6枚

の内では最も古く，被衣の始まりの頃のものと考えられ

る．

　Fは，衿肩の繰り越しが最も多く，脇縫いに乳なども

ついている．最も新しい被衣で，着用禁止令の出る頃の

もので，1770年代のものと考えられる．

　BとFは婁斗目紋様で，御所風の被衣である．

　Dも横段小紋で，仕立ても丁寧であり御所風である．

　Cはなす紺と白と黒であり，総文様であることなどか

ら，富裕な町家の主婦の用いたものではないか．

　Eは麻も粗く，仕立ても粗末である．公家の女中も被

衣を用いたというので，Eは公家の女中の被衣であろう

かと推論をした．
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